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図Ⅱ－１ 現場地籍図
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図Ⅱ－２ 調査位置図
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図Ⅱ－３ 特定産業廃棄物平面分布
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表3-1　　　　医療系廃棄物調査結果のまとめ

廃棄物区分

廃棄物の
見かけ単位
容積重量
平均値
（t/m3）

医療系廃棄物
混入率
平均値※

（①重量ベー
ス）

医療系廃棄物
混入率
平均値※

（②容量ベー
ス）

医療系廃棄物の埋積状
況

主要な調
査地点

備考

バーク堆肥主体 0.81 0.13% 0.28%

医療系廃棄物は、ﾁｭｰﾌﾞ
類を主体とし、注射器、
注射針も発見され、廃棄
物中に点在して埋積され
ている。

Ｐ－Ｍ１，
Ｍ２，Ｍ
７，Ｍ８，
Ｍ１２，Ｍ
１３，Ｍ１
４，Ｍ１５、
Ｗ１，Ｗ２

一時仮置場や中間処理
施設内の覆土部（盛土）
では医療系廃棄物の混
入は確認できなかった
が、その他の調査地点
で医療系廃棄物の混入
が確認された。

焼却灰主体 0.91 0.40% 1.09%

医療系廃棄物は、ﾁｭｰﾌﾞ
類を主体とし、注射器、
注射針も発見され、廃棄
物中に点在して埋積され
ている。特に注射針は溶
融残渣状（焼却による注
射容器の溶融）の径
20cm程度の塊の中に含
まれているケースが多
かった。

Ｐ－Ｍ６，
Ｍ９，Ｍ１
１，Ｍ１２，
Ｍ１６，Ｍ
１７，Ｍ１８

中間処理施設周辺の高
盛土部（P-M16）では医
療系廃棄物の混入は確
認できなかったが、その
他の調査地点では医療
系廃棄物の混入が確認
された。

RDF様物主体 0.68 0.25% 0.56%

医療系廃棄物は、ﾁｭｰﾌﾞ
類を主体とし、注射器、
注射針もい発見され、
RDF様物中あるいはそ
の縁辺部に点在して埋
積されている。

Ｐ－Ｍ３，
Ｍ４，Ｍ
５，Ｍ６，
Ｍ９，Ｍ１
０

調査地点すべての地点
で医療系廃棄物の混入
が確認された。

※混入率0％の地点のデータを除いて算出

医療系廃棄物は材料や大きさ等異なり、また混入率が低いことから機械選別は困難と考えられ、手選別によっても多大な労力
と危険を伴うことから、実質廃棄物中から医療系廃棄物のみを分別することは困難と判断される。

分別困難な医療系廃棄物が含まれる廃棄物は、特別管理産業廃棄物とすることが妥当と考えられる。
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図Ⅱ―９ 有害産業廃棄物の鉛直分布状況
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図Ⅱ－１０ 医療系廃棄物調査状況写真
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図Ⅱ－１１ 地山確認によるつぼ掘り等の分布状況（新）

【平面図】

地山確認エリア（第１～３回）
15,214㎡

地山確認エリア（第４回）
3,453㎡

電気探査測線（平成13年度）

つぼ掘りなど

撤去が完了していないエリア
64,215㎡
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仮設浄化プラント、表面遮水工（浸出水処理施設工事中） 図Ⅲ-３ 
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浸出水処理施設ヤード平面図 図Ⅲ-４ 
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浸出水貯留池断面図 図Ⅲ-6 
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鉛直遮水工施工設置断面図 図Ⅲ-8
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浸出水管断面図 図Ⅲ-9
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雨水排水断面図 図Ⅲ-10
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雨水排水路・浸出水導水管断面図 図Ⅲ-11 
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表面遮水工（浸出水処理施設稼動、鉛直遮水工等工事中） 図Ⅲ-12 
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場内道路断面図1 図Ⅲ-13
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場内道路断面図2 図Ⅲ-14
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